
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年度原子力発電施設広聴・広報等事業 

（放射性廃棄物に関する理解促進・支援事業） 

事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人電源地域振興センター 

2024 年 3 月 29 日 



１．事業目的 

  原子力発電に伴い生じる高レベル放射性廃棄物については、２０００年に成立した「特

定放射性廃棄物の最終処分に関する法律」（最終処分法）に基づき、地表から３００ｍ以

上深い安定した地層に処分（最終処分）することとしている。 

２０１５年５月に最終処分法に基づく基本方針（閣議決定）を改定、国が科学的有望地

を提示するなど前面に立って取り組むこととして、また２０１７年には「科学的特性マッ

プ」を公表し、今日に至るまで全国において様々な情報提供等を実施したところである。 

また、２０２０年１１月に北海道寿都町及び神恵内村において文献調査が開始されるこ

ととなったところ、引き続き、地域のご理解とご協力を得ながら、全国のできるだけ多く

の地域で、最終処分事業に関心を持っていただき、文献調査を受け入れていただけるよう

取り組んでいくことが重要である。 

こうした状況を踏まえ、最終処分への国民・地域の理解をより深めることを目的として、本

事業では、一般住民と直接対応されている自治体職員（各都道府県及び市町村の放射性廃

棄物の担当）の方々への情報提供や意見交換会の開催、各種交流会の開催、各世代に即し

た理解活動促進事業および最終処分に関する情報提供等を行う。 

 

２．事業概要 

放射性廃棄物の最終処分に関する理解促進のため、意見交換会・交流会等を以下の

とおり実施した。 

自治体職員向け意見交換会は経済産業局の所管地域ごとに１回ずつオンラインにて開

催した。（東北・関東ブロック、中部・北陸・近畿ブロック、中国・四国ブロック、九州・

沖縄ブロック、北海道ブロック） 

次世代層への理解促進事業として、大学等での講演を 5 回実施し、246 名の聴講者、大

学祭での地層処分事業に関するイベントを 5 回実施し、延べ 2,214 名の参加者を集めた。

また、次世代層を主とした対象として、著名人、有識者、高校生などが登壇するシンポジ

ウムを 1 回開催し、メディアを活用した広報を実施した。 

多様な意見を持つ方々（地層処分事業に関して推進派・慎重派の有識者）を対象に 3 回

の会議を実施した。 

一般国民向けの理解促進としては、中立の立場のファシリテーターを活用し、2 回意見

交換会を実施した。 

若年層への理解促進では、福島県浜通りの高校生 6 名、北海道寿都町の高校生 2 名、青

森県六ケ所村の高校生 2 名、茨城県東海村の高校生 1 名、福井県福井市の高校生 2 名、

計 13 名にて、国内の原子力関連施設及び地層処分事業の先進地であるスウェーデン視察

を行い、地層処分事業をはじめとする原子力の諸課題について若年層の理解促進を行った。 

 

 



３．実施概要 

（１）自治体職員の連絡先管理と交流会（情報提供と意見交換）の開催 

  ①メール配信による情報提供 

全自治体約 2,000 件（福島県除く）に対して、自治体説明会の開催案内等について 

一斉配信のほか、都道府県単位での一斉配信を行った。また、担当者の変更などに 

対応し、メーリングリストの管理を行った。 

 

②自治体職員向け情報提供の実施 

放射性廃棄物の最終処分に関する理解促進のため、①資料映像の視聴、②国・ＮＵＭＯ

による情報提供、③質疑応答それぞれについて自治体職員等を対象として意見交換会を

開催した。 

開催にあたっては、オンライン形式（You Tube Live）にて以下の通り５回実施した。 

東北・関東ブロック ：2024 年１月 30 日（火） 

中部・北陸・近畿ブロック：2024 年２月１日（木） 

中国・四国ブロック ：2024 年２月７日（水） 

九州・沖縄ブロック ：2024 年２月９日（金） 

北海道ブロック  ：2024 年２月 13 日（火） 

 

 

 

 

配信日 案 件 件 名 対象県

2023/6/1 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 広島県

2023/6/1 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 茨城県

2023/6/1 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 山梨県

2023/6/1 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 福井県

2023/6/1 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 高知県

2023/6/1 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 山形県

2023/8/9 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 岩手県

2023/8/9 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 京都府

2023/8/9 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 香川県

2023/8/9 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 岡山県

2023/10/12 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 神奈川県

2023/10/12 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 大阪府

2023/10/12 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 佐賀県

2023/12/7 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 長崎県

2023/12/7 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 鹿児島県

2023/12/7 対話型全国説明会 【ご連絡】高レベル放射性廃棄物の最終処分に関する対話型全国説明会の開催について 千葉県

2024/1/17 自治体説明会 【開催案内】高レベル放射性廃棄物の最終処分に係る取組に関する自治体説明会の開催について 北海道ブロック

2024/1/17 自治体説明会 【開催案内】高レベル放射性廃棄物の最終処分に係る取組に関する自治体説明会の開催について 東北ブロック

2024/1/17 自治体説明会 【開催案内】高レベル放射性廃棄物の最終処分に係る取組に関する自治体説明会の開催について 関東ブロック

2024/1/17 自治体説明会 【開催案内】高レベル放射性廃棄物の最終処分に係る取組に関する自治体説明会の開催について 中部ブロック

2024/1/17 自治体説明会 【開催案内】高レベル放射性廃棄物の最終処分に係る取組に関する自治体説明会の開催について 北陸ブロック

2024/1/17 自治体説明会 【開催案内】高レベル放射性廃棄物の最終処分に係る取組に関する自治体説明会の開催について 近畿ブロック

2024/1/17 自治体説明会 【開催案内】高レベル放射性廃棄物の最終処分に係る取組に関する自治体説明会の開催について 中国ブロック

2024/1/17 自治体説明会 【開催案内】高レベル放射性廃棄物の最終処分に係る取組に関する自治体説明会の開催について 四国ブロック

2024/1/17 自治体説明会 【開催案内】高レベル放射性廃棄物の最終処分に係る取組に関する自治体説明会の開催について 九州ブロック

2024/1/17 自治体説明会 【開催案内】高レベル放射性廃棄物の最終処分に係る取組に関する自治体説明会の開催について 沖縄ブロック

2024/3/20 自治体担当者変更 高レベル放射性廃棄物の最終処分に係るご担当者様の登録変更について 全登録自治体



（２）多様な意見を持つ方々との交流会の開催 

  地層処分事業等に関する立場の違う有識者により、共有できる事実や地層処分事業に関

する論点などの洗い出しを実施。それぞれの論点に関する見解や他有識者による情報提

供などを実施しながら、論点の整理を行った。また、地層処分事業について知識のない

方でも、様々な論点が分かりやすくなるような資料の検討を実施した。 

   第一回事務局会議 

    日時：2023 年 7 月 5 日（水）15：30～17：30 

    形式：対面及び WEB でのハイブリッド開催 

    参加：10 名 

    議題：寿都・神恵内の近況、情報提供（文献調査段階の評価の考え方（案）につい 

て）、資料の拡充に向けた意見交換 

第二回事務局会議 

    日時：2023 年 11 月 9 日（木）15：00～17:00 

    形式：対面及び WEB でのハイブリッド開催 

    参加：9 名 

    議題：寿都・神恵内の近況、今後の活動の方向性、資料の拡充に向けた意見交換 

  第三回事務局会議 

    日時：2024 年 3 月 6 日（水）15:30～17:30 

    形式：対面及び WEB でのハイブリッド開催 

    参加：10 名 

    議題：情報提供等について（シンポジウム等）、 

       文献調査報告書案について、 

意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）次世代層（主に大学生・大学院生）向け理解促進事業 

 ① 次世代層主体によるイベント等の実施（最終処分の認知向上） 

地層処分事業は長期間に渡る事業であり、次世代層の理解促進が重要であるが、10 代

後半から 20 代前半の若者は本課題について、無関心であることが多い。その為、本事

業では、現在の国際的な共通認識は「地層処分」であることの認知拡大、理解促進を学

生と共に検討し、「知る・考え始めるキッカケ」を創っていくことを目的として、次世

代を担う方々が多く集う大学祭等への出店を行い、広報を実施した。 

 

第 1 回 東京都市大学プロジェクト①（横浜キャンパス） 

日 程：2023 年 9 月 17 日（日）～ 9 月 18 日（月） 

場 所：東京都市大学横浜キャンパス ３号館２階 ３２Ｉ号室 

参加者：448 人来場 

内 容：ベントナイトバスボム実験、自転車発電体験、エネルギートークカフェ 

 

第２回 福井工業大学プロジェクト （福井工業大学キャンパス） 

日 程：2023 年 10 月 7 日（土）～10 月 8 日（日） 

場 所：福井工業大学 アクティブラーニングスペース 

参加者：272 名来場 

内 容：ベントナイトバスボム実験、パネル展示 

 

第３回 岡山大学プロジェクト（岡山大学キャンパス） 

日 程：2023 年 11 月 3 日(金・祝)～4 日（土） 

場 所：岡山大学 津島キャンパス 一般教養棟 A35 教室 

参加者：406 名来場 

内 容：ベントナイトバスボム実験、パネル展示、ベントナイト実験（NUMO） 

 

第４回 東京都市大学プロジェクト② （世田谷キャンパス） 

日 程：2023 年 11 月 4 日（土）～5 日（日） 

場 所：東京都市大学 世田谷キャンパス １３A 教室 

参加者：357 名来場 

内 容：ベントナイトバスボム実験 

 

第５回 東京大学プロジェクト（駒場キャンパス） 

日 程：2023 年 11 月 24 日（金）～26 日（日） 



場 所：東京大学 駒場キャンパス 1 号館 105 室 

参加者：731 名 来場 

内 容：自転車発電体験 

 

   情報発信ツールとして、公式インスタグラムを新たに作成し、地層処分事業の周知活 

動として、大学祭イベント等での活動について、告知、結果報告を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② エネ庁職員等による理解促進事業（最終処分の認知向上） 

 最終処分に関する認知を高めるため、大学等の授業において、エネ庁職員及びＮＵＭ

Ｏ職員の出前授業を５回行った。 

【実施大学名】山口大学 

実 施 日：2023 年 11 月 2 日（木） 

会   場：教育学部 C 棟２F 21 番教室 

形   式：講義型授業 

    団 体 名：教育学部（重松 宏武教授／副学長補佐・地域連携担当） 

    科   目：理科教育法Ⅱ「高レベル放射性廃棄物の地層処分を学ぶ」 

講 演 者：丹 貴義氏（資源エネルギー庁放射性廃棄物対策課 課長補佐） 

    テ ー マ：「エネルギーを巡る状況と高レベル放射性廃棄物の地層処分について」 

専 門 家：小川 彩氏（ＮＵＭＯ広報部教育支援グループ） 

    テ ー マ：「高レベル放射性廃棄物の地層処分について」 

    参加者数：57 名 

 

【実施大学名】慶応義塾大学 

実 施 日：2023 年 11 月 13 日（月）  

会   場：湘南藤沢キャンパス オメガ館 21 番教室 

形   式：講義型授業 

団 体 名：総合政策学部／環境情報学部（和泉 龍彦教授） 

科   目：財政政策（国家）の一環としての高レベル放射性廃棄物の地層処分 

講 演 者：丹 貴義氏（資源エネルギー庁放射性廃棄物対策課 課長補佐） 

テ ー マ：「エネルギーを巡る状況と高レベル放射性廃棄物の地層処分について」 

     参加者数：46 名 

 

【実施大学名】淑徳大学 

実 施 日：2023 年 11 月 30 日（木）  

会   場：埼玉キャンパス１号館 1－211 大講堂 

形   式：講義型授業 

団 体 名：経営学部観光経営学科（千葉 千枝子教授／経営学部長） 

科   目：パブリック・リレーションズの一環として、地層処分を学ぶ 

講 演 者：丹 貴義氏（資源エネルギー庁放射性廃棄物対策課 課長補佐） 

  テ ー マ：「エネルギーを巡る状況と高レベル放射性廃棄物の地層処分について」 

専 門 家：森 沙紀氏（ＮＵＭＯ広報部教育支援グループ） 

  テ ー マ：「高レベル放射性廃棄物の地層処分について」 

  参加者数：86 名 



【実施大学名】東邦大学 

実 施 日：2023 年 12 月 9 日（土） 

会   場：習志野キャンパス 理学部Ⅴ号館 5106 教室 

形   式：講義型授業 

団 体 名：理学部（畑中 敏伸教授） 

科   目：理科教職課程における高レベル放射性廃棄物の地層処分の扱いについて 

講 演 者：丹 貴義氏（資源エネルギー庁放射性廃棄物対策課 課長補佐） 

  テ ー マ：「エネルギーを巡る状況と高レベル放射性廃棄物の地層処分について」 

専 門 家：実松 由紀氏（ＮＵＭＯ広報部教育支援グループ 課長代理） 

  テ ー マ：「高レベル放射性廃棄物の地層処分について」 

  参加者数：41 名 

 

【実施大学名】佐賀大学 

実 施 日：2023 年 12 月 22 日（金）  

会    場：本庄キャンパス理工学部大学院棟 2 階 201 講義室 

形   式：講義型授業 

団 体 名：理工学部理工学科機械エネルギー工学コース（光武 雄一教授） 

科   目：資源エネルギー概論 

講 演 者：丹 貴義氏（資源エネルギー庁放射性廃棄物対策課 課長補佐） 

 テ ー マ：「エネルギーを巡る状況と高レベル放射性廃棄物の地層処分について」 

専 門 家：志賀 有美氏（ＮＵＭＯ広報部教育支援グループ） 

  テ ー マ：「高レベル放射性廃棄物の地層処分について」 

  参加者数：16 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 地域での次世代層向け理解活動の企画の実施（最終処分の理解促進） 

日常生活で、エネルギー問題に触れる機会の少ない学生や女性層も参加しやすい

「エニアグラムセミナー」を実施し、セミナーのワークショップで利用する「時事

ネタ」として地層処分事業の情報提供を行い、率直な意見交換を行った。また、実

施においては、中立な立場のファシリテーターを活用し、意見交換時の場を活性化

するとともに、発言の取りまとめを支援した。 

 

  ◆実施概要 

   ≪第一回≫ 

   日  程：2023 年 11 月 25 日（土）13:00～16:00  

会  場：株式会社リファレンス はかた近代ビル 103 会議室 

行 事 名：エニアグラムセミナー 

講  師：日本エニアグラム学会 認定ファシリテーター  

電源地域振興センター 河田朱実 

ファシリテーター：3 名（岡本明子、漆田義孝、高木利恵子） 

情報提供：資源エネルギー庁 放射性廃棄物対策課 課長補佐 丹貴義 

「我が国のエネルギーを巡る現状について」  

参 加 者：10 名 

形  式：３島（１島にテーブルファシ１名+参加者数名を配置） 

 

   ≪第二回≫ 

   日  程：2024 年 1 月 27 日（土）13:00～16:00  

会  場：名古屋サンスカイルーム Ｅ室 

行 事 名：エニアグラムセミナー 

講  師：日本エニアグラム学会 認定ファシリテーター  

電源地域振興センター 河田朱実 

ファシリテーター：4 名（岡本明子、漆田義孝、高木利恵子、桶谷治寛） 

情報提供：資源エネルギー庁 放射性廃棄物対策課 課長補佐 丹貴義 

「我が国のエネルギーを巡る現状について」  

参 加 者：12 名 

形  式：4 島（１島にテーブルファシ１名+参加者数名を配置） 

 

 

 

 

 



④ 最終処分理解促進のためのシンポジウムの実施 

 効果的な理解促進を図るための企画（シンポジウム）を実施した。 

イベント等を実施する際に、実施に必要な人員、配布資料の印刷、物品・機材、運営

マニュアル等を整備し実施した。なお実施にあたっては、事前告知、事前広告、事後

採録を行い、広く国民とりわけ次世代層に向けた情報発信を行った。 

◆実施概要 

開催名  ：大切なエネルギーと紡ぐ私たちの未来  

～どこかの誰かだけの問題じゃない地層処分～ 

日時 ：2024 年 2 月 21 日（水）14:00～17:00 

場所 ：ウインクあいち（愛知県産業労働センター）大ホール 

主催 ：経済産業省 資源エネルギー庁 

事務局 ：一般財団法人 電源地域振興センター 

 協力企業 ：株式会社読売エージェンシー(再委託先) 

 参加者数 ：207 名（内訳：来場者 62 名、オンライン参加者 65 名） 

 

◆実施内容 

①開会挨拶（ビデオメッセージ）   

：経済産業大臣政務官 石井 拓 

②地層処分の概要 ：資源エネルギー庁電力・ガス事業部 

放射性廃棄物対策課長 下堀 友数 

③パネルディスカッション 14：20～15：40     

  テーマ     ：「将来にわたって地層処分に関心を寄せてもらうには 」 

コーディネーター：石川 和男 （政策アナリスト） 

パネラー ：萱野 稔人 （津田塾大学総合政策学部教授） 

：辻 愛沙子  （(株)arca 代表、クリエイティブディレクター） 

   ：大空 幸星 （NPO 法人あなたのいばしょ 理事長 ） 

   ：山内 ともな  （モデル・タレント） 

④トークセッション  15：50～17：00 

テーマ  ：「高校生から見た地層処分～スウェーデン取材報告～」 

コーディネーター：石川 和男 （政策アナリスト） 

  ゲスト     ：山内 ともな  （モデル・タレント） 

  高校生登壇者 ：福島県立  原町高等学校 大井 紀葉 

：福島県立 磐城桜が丘高等学校  太田 諒 

：福島県立 磐城桜が丘高等学校  岡田 瑠衣 

：福島県立 相馬高等学校 伊東 聡太 

：北海道  寿都高等学校  中山 凌空 

 





採録記事（読売新聞東京本社セット版朝刊全 5 段モノクロ（2024 年３月 16 日）） 

 
 

 

 

 



（４）文献調査実施自治体と他の原発立地自治体の若年層交流事業 

原子力関係の立地自治体に在住する若年層同士で交流や研究発表等を行うことで、地

層処分事業をはじめとする原子力の諸課題について若年層の理解促進につなげるとと

もに、将来のまちづくりの観点から原子力とどのように向き合っていくか等について

考えるきっかけを提供した。 

◆視察研修会実施概要 

   日  時：2023 年 8 月 2 日（水）～13 日（日） 

   場  所：日本国内（青森県六ヶ所村、福島県福島第一原子力発電所） 

        スウェーデン国内（ストックホルム、オスカーシャム、エストハンマル） 

   参加者数：13 名 

全体行程 

5/20（土）：関係者キックオフ会議 

   6/18（日）：保護者説明会・事前研修 

8/2（水）：日本原燃 PR センター視察、日本原燃増田尚宏社長講話 

8/3（木）：日本原燃施設視察（低レベル放射性廃棄物埋設センター、高レベル放射 

性廃棄物貯蔵管理センター、燃料貯蔵プール） 

8/4（金）：東京電力福島第一原子力発電所見学（5 号機の使用済み核燃料プール、 

共用プール乾式キャスク保管場所） 

8/5（土）：移動日（羽田空港→ワルシャワ空港→アーランダ空港→現地ホテル） 

8/6（日）：事前学習（現地交流のためのスライド作成） 

8/7（月）：エスポ岩盤研究所視察、現地交流のためのスライド作成 

8/8（火）：キャニスター研究所視察、オスカーシャム住民との交流、現地交流の 

ためのスライド作成 

8/9（水）：フォルスマルク（最終処分サイト等）視察、エストハンマル自治体職員 

との交流、駐スウェーデン日本国大使との交流、現地交流のためのスライ

ド作成 

8/10（木）：ｳﾞｧｯﾃﾝﾌｫｰﾙ高校生との交流（スライド発表・日本文化紹介）振り返り 

8/11（金）：ｳﾞｧｯﾃﾝﾌｫｰﾙ社の脱化石燃料社会に向けた取組の講義、スライド発表 

8/12（土）：視察や交流の振り返り、報告会準備、移動日 

8/13（日）：成田空港着・解散 

 

  ◆報告会 

   日  時：2023 年 9 月 16 日（土）～18 日（月・祝） 

   場  所：ナショナルトレーニングセンター J ヴィレッジ 

   聴講者数：約 120 名 

   議  事：①開会挨拶（NPO 法人ハッピーロードネット理事長 西本由美子） 



        ②挨拶 経済産業大臣によるビデオレター 

        ③挨拶 資源エネルギー庁放射性廃棄物対策課長 下堀友数 

        ④高校生による活動報告 

研修を通しての貴重な体験 

   野田 麗華 （青森県立 六ケ所高校） 

太田 諒 （福島県立 磐城桜が丘高校）  

エスポ岩盤研究所から学ぶ魅せ方の工夫 

   大川 夏輝 （福島県立 磐城高校） 

大井 紀葉 （福島県立 原町高校） 

下園 愛心 （学校法人福井学園 福井南高校） 

コミュニケーションの重要性 

  鹿山 成美 （福島県立 原町高校） 

蛯名 翔大 （北海道 寿都高校） 

        ⑤パネルディスカッション 

         テーマ：日本の高レベル放射性廃棄物の最終処分地はいったいどこへ？ 

         参 加：大屋 昊平（青森県立 六ヶ所高校） 

河田  悠（茨城県立 水戸第二高校） 

伊東 聡太（福島県立 相馬高校） 

岡田 瑠衣（福島県立 磐城桜が丘高校） 

中山 凌空（北海道 寿都高校） 

        ⑥講評・質疑応答 

        ⑦総括 元東京工業大学准教授 澤田哲夫 

        ⑧閉会挨拶 高校生代表 

  

◆情報発信 

本事業には福島民報・福島民友の 2 社が随行し、広報を実施。また、視察や報告会の

内容を取りまとめた副読本を作成し、関係各所へ配布した。 



    

    

（副読本 抜粋） 


































































































	事業報告書
	事業報告書概要版

